
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

さくら通信

今年の夏も暑いですね。暑くなると愛犬むぎとどこなら快適にお散歩ができるか検索をす

る毎日です。川遊びに行ったり、標高が高いところへドライブに行ったりすることが多い

です。そんな川遊びで気をつけてもらいたい病気の１つがレプトスピラ症です。 

若い頃のむぎは、とっても水嫌いでしたが、いつの間に

か自分から川に入るようになりました。でも、お腹が浸

かるのはイヤみたいで、泳ぐことはしません。川遊びに

行くと、むぎも満足そうな顔をしているので私も嬉しく

なります。悩みとしては、ペットボトルの水はいらない

と言ったのに、川の水を飲んでしまうことですね… 

レプトスピラ症とは、レプトスピラという細菌が原因で犬や人間を含む多くの哺乳類が感染する人獣

共通感染症です。レプトスピラ症は届出伝染病といって、この病気を診断した獣医師は都道府県知事

に報告しなければいけません。それだけ感染拡大を抑えたい病気なのです。症状は、発熱、食欲不振、

嘔吐下痢、腎臓や肝臓に障害が認められ、重症化すると亡くなってしまうこともあります。 

レプトスピラは特にネズミの尿にいると言われており、菌に汚染された水や土壌に触れたり、口に入

ることによって感染します。また、雨が降ったあとや洪水が発生したあとには汚染された水や土壌が

広がるためリスクが高まります。そのため、川遊びに行ったり、川や水たまりの水を飲んでしまった

り、好奇心旺盛で色々なものの匂いを嗅いで口にしてしまうワンちゃんは要注意です。 

 

レプトスピラ症って何？ 

当院では 8種混合ワクチンでの予防をおすすめしてます。では、8種混合ワクチンを打っているワン

ちゃんは感染しないかといわれると、そういうわけでもありません…レプトスピラはいくつもの型が

あり、8 種混合ワクチンで予防できるのは 2つの型だけです。そのため、ワクチンを打っていても大

雨の後の散歩や体調の変化には気をつけましょう。 

長野県では数年に 1度あるかないかくらいの稀な病気ですが、関東より暖かい地域では毎年何頭か発

生しています。他人事とは思わず、ワクチン接種など出来ることから行いましょう。 

 

レプトスピラ症って何？ 

予防はできるの？ 

獣医師 津田 



そしてわんちゃん猫ちゃんには、ダニの駆虫薬というものがありますので、 

ぜひ感染症予防としても、駆虫薬の投与をおすすめします！！ 

基本的に、駆虫薬はダニの寄生を予防するものではなく、吸血した際に駆虫を促すものです。 

お薬の種類によりますが、吸血後１2時間後～２日後には駆虫できるものが多いです。 

病院で取り扱っているものにもいくつか種類があり、フィラリア予防も可能なチュアブルタイプや 

3カ月効くチュアブルタイプ、お背中につけるスポットタイプなどがあります。 

自分たちを守るため、そして何より大切な動物たちを守るためにも、 

今一度ダニの予防もぜひご検討ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、私たちが感染しないためにできることは何なのか。 

まずはダニが寄生するのを予防することが大切です。 

飼い主さんたちはマダニの多く生息する草むらや藪等に入る際は、 

長袖長ズボンなど肌の露出を減らした服装を心掛けることが大切です。 

しかし、わんちゃん猫ちゃんはなかなか肌の露出を減らすことは難しく、 

草むらが意外に好きなものです…。 

極力草の生い茂る場所でのお散歩を避けたり、猫ちゃんは室内飼いの徹底をすることも 

ダニの寄生を予防することにつながります。 

また、お散歩後にはダニがついていないかチェックしてあげることが大切です！ 

ダニのよく付きやすい部分は特に、 

鼻周りや目の縁、耳や足の指の間、胸やお尻周り、内股などが多いです。 

発見した際は早めに動物病院に連れてきてください。ダニは口を皮膚の中に突き刺して、吸血していきます。

そのため、上手く取らないと頭が皮膚の中に残ってしまい、皮膚の炎症を引き起こしてしまう可能性が 

あります。そのため、無理にお家で取ろうとすることは、あまりおすすめできません。 

SFTS という言葉を最近ニュースで耳にした方も多いのではないでしょうか？ 

SFTS に感染した猫ちゃんを治療していた獣医師が感染し、死亡したという事例、 

また、SFTS に感染した猫ちゃんが亡くなってしまったという事例も報告されている 

怖い感染症です。 

SFTS…重症熱性血小板減少症候群とは、 

主に SFTS ウイルスを保有しているマダニに刺されることにより感染する、 

ダニの媒介する人獣共通感染症です。 

人はもちろん動物にも感染する恐れのある感染症で、 

SFTS ウイルスを保有している動物から、人への感染の恐れもあるとされています。 

致死率は人では１０～３０％と言われており、ないがしろにはできない感染症です。 

ダニの付きやすい部分 

動物看護師 竹花 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                       

 

 

覚えておきたい 熱中症の応急処置 

暑い季節になると、連日ニュースで見聞きする熱中症。 

犬や猫でも注意喚起され、対策を取っているとは思います。それでも年々暑さが厳しくなって

いるので、もしもの時のために応急処置を覚えておきましょう。 

風を当てて冷やす 全身に常温の水をかける 

保冷剤で冷やす 

日の当たらない涼しい場所へ移動し、 

身体に霧吹きなどで水をかけ、扇風機や

うちわで風を送る。 

濡らしたタオルで身体を覆うのも効果的

です。 

水をかけるときはショックを与えないように

心臓から遠い足元から冷やしていきます。 

※冷水や氷水をかけてしまうと、末梢血

管が収縮し冷却の効率が下がって逆効果

となります。 

タオルを巻いた保冷剤を 

首、脇の下、内股など太い血管があ

るところにあてて冷やす。 

水を飲ませる 

 
自力で飲めそうなら水を少しずつ与えま

す。飲めない場合は誤嚥の危険があるの

で無理に飲ませないようにしましょう。 

熱中症のサイン 

 

応急処置をしたら、症状が軽かったとし

ても必ず病院で受診しましょう。 

重篤な症状が出ている場合、すぐに近く

の動物病院へ連絡し、応急処置しながら

向かいましょう。 

✓ ぐったりしている 

✓ 目や口が充血している 

✓ ハアハアと呼吸が荒い 

✓ よだれが多い 

 

✓ 嘔吐、下痢をしている 

✓ 血便や血尿がある 

✓ 歯茎が白い、舌や粘膜が青紫 

（チアノーゼの症状） 

✓ けいれん発作 

✓ 意識がない、呼びかけに反応なし 

✓ 嘔吐、下痢をしている 

✓ 血便や血尿がある 

✓ 歯茎が白い、舌や粘膜が青紫 

（チアノーゼの症状） 

✓ けいれん発作 

✓ 意識がない、呼びかけに反応なし 
動物看護師 下島 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ホームページはこちら！ 

獣医師出勤表、お知らせ随時更新中！ 

長野どうぶつ眼科センター(併設) 

休診：火曜日／第四日曜日／木・日・祝祭日の午後 

 

休診日・午後休診は 

当院のホームページまたは 

お電話にてご確認ください。 

お盆休みのお知らせ 

8 月 12 日（火）から 16 日（土）は 

お盆休みとなります。 

 

 
企業さんとはお休みが異なりますので、 

フードのご注文やお薬は 

 早めにご連絡お願いします。 

 

 

5月より診察時間が変更になりました 

※第四日曜日は休診 

 ※受付は診察時間終了 30分前まで（午前：11:00 午後：17:00） 


